
市街地から程近い自然に囲まれた西岡公園の情報誌

2 月の西岡公園見どころは !?
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　2 月の西岡公園は、雪が深々と積もりスノーシューを履いての散策が楽しい季節です。雪上には
様々な動物たちの足跡を見ることが出来ます。足跡の向かう方向を予測してみたり、どんな動物が
どんな風に行き交っているのか…動物たちの活動する姿が想像出来ます。そして葉が生茂る時期よ
りも野鳥観察が楽しめる季節でもあり、キツツキの仲間、アカゲラやコゲラが林道の至る所で木を
つついていて賑わせてます。カラ類が混群していれば、何種類もの野鳥を目にすることでしょう。
冬の厳しい寒さの中で暮らしている生きものたちの気配を感じながら、西岡公園の自然を堪能して
みませんか？ご来園の際には暖かい服装でお越しください。皆さまのご来園お待ちしております。
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【西岡公園で 2月に見られる野鳥たち】
　　　　　（日本野鳥の会　2017.2.5　札幌支部 HPより）

・トビ　　　　　　・ヤマガラ　　　　・ツグミ
・コゲラ　　　　　・ヒガラ　　　　　・スズメ
・アカゲラ　　　　・シジュウカラ　　・ウソ
・ハシボソガラス　　・ヒヨドリ　　　・シメ
・ハシブトガラス　　・ゴジュウカラ
・ハシブトガラ　　　・キバシリ

【シマエナガ】（島柄長）

北海道や東北の一部で見られる留鳥。
尾が長く「ひしゃく」の柄に
似ていることからついた名前。

くれぐれも
水源池に
降りないで
ください！

木道に雪が積もると
木道の幅が分かりにくくなります。
踏み外さないよう、くれぐれも

お気を付け下さい。

【スノーシューの貸出し】
管理事務所ではスノーシューの

貸出しを行っています。
園内のみの使用で 3時間まで。

レンタル代 300 円。

冬期間駐車スペースが限られます。
なるべく公共機関をご利用いただきますよう

ご協力お願いします。

ご希望の方には
ポールも

お貸しできます。

管理事務所展示室にて
シマエナガ目撃情報

を公開中♪

【冬期木道一部閉鎖】
安全の為、南側一部木道を

閉鎖していおります。
ご通行の皆さまにはご不便を

おかけしますが、ご理解願います。

晴れた日に雪上を歩く
不思議な虫を見かけるかもしれません。

羽もないこの虫は、寒さを好み
人の手のひらに乗せた体温で

弱ってしまうほど。春に交尾、産卵
するため川の上流を目指し

ひたすら雪の上を歩き続けます。

【鳴き声】
カラ類と混群して
いる事が多く

「ジュルリジュルリ」
という鳴き声を

頼りに探しましょう♪

【あだ名】
丸っこい体に、黒く小さなくちばし

「雪の妖精」や「雪だるま」などと呼ばれます。
羽の隙間に空気を入れて寒さを
凌いでいるのでこの姿は冬限定。

【観察】
実は日本で二番目に小さい。

すばしっこく、
高い木の先にいるので

双眼鏡は必須！

＊実際は
体長 1cmほど

【季語】
セッケイカワゲラは

雪虫として
俳句の春の季語に

なります。

【双眼鏡の貸出し】
双眼鏡の貸出しも行っています。
園内のみの使用で 3時間まで。

レンタル代 200 円。

どちらも冬の散策には
あると便利♪ですが、
購入前に一度借りて
試すのも良いのでは？

【セッケイカワゲラ】（雪渓積翅）


